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加圧バック用スタンドのアイデア

加圧ラインのチャンバー内の滴下が良く見えるよう
に、横並びに懸垂できる点滴台。 6個までは重な
らずにぶら下げられる。
上記インフュージョンスタンドの上の部分だけを購
入し、血管撮影台にとりつけたもの。ごちゃごちゃ
せず、見やすく、使い勝手はとてもよいです。
（すみません、どうやら現在販売終了のようです）



手元操作部を平らにするためのアイデア

固めウレタンフォームの板をいろいろなサイズ
に切断し、紙覆布を巻く。患者さんの体格に合
わせて組み合わせて敷く。
当初下半身側全体を覆う台を取り付けることも
検討したが、高さが高くなりすぎるため最終的
にこちらに落ち着いた。
段差がなく、カテーテル操作もスムーズ。様々
なサイズを用意しており、患者さんの体格に合
わせられる。
壊れることはなく継続して使用可能。ドレープ
がかかるので汚れることもほとんどない。使い
勝手よくコスパ最高。
ウレタンフォームはホームセンターで購入。
カッターで簡単に作成可能。



血管撮影装置のベッドにコンセントをとりつける

ベッドにコンセントをつけておくと、点滴台に輸液ポンプ・シリン
ジポンプを取り付ける時に、ベッド周りに電源コードが広がること
なく安全。血管撮影装置導入時に企業に依頼するのがベスト。


